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研究成果の概要（和文）：近代国家における公共性は「現代世代」の「人間」の利益を最大化することを前提と
し、科学技術はそのための道具とされてきた。こうした近代的枠組みを批判し、過剰に人間中心的でも、現代世
代中心的でもない倫理規範を提示するためには、死者との対話や未来世代への責任意識が欠かせない。本研究で
は、それを「不在者の倫理」としてとらえ、その基礎付けを行った。それは公共性の中に宗教をいかに位置づけ
るかではなく、宗教の中に閉じ込められてきた「公共性」を解放する試みとして展開される。

研究成果の概要（英文）：In modern nations, it has been assumed that publicness brings maximum 
benefits to “humans” of the “current generation” with science and technology regarded as a tool 
to this end. If we are to criticize such a modern framework and present an alternative ethical 
standard that is not too human-centric or current-generation-centric, we need to be able to engage 
in dialogue with the dead and embrace a sense of responsibility toward future generations. This 
research refers to this idea as “Ethics of the Absent” and theorizes it, not by considering how we
 can position religion in publicness, but by attempting to release publicness that has been confined
 to religion.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）自然理解の相克と調停 
 3.11以降、原子力エネルギーをはじめとす
る自然の力を人間は管理できるという近代
的な自然観への見直しが強くなった。そうし
た議論の中には、原子力技術を一神教の産物
として非難し、日本の伝統的な自然観へと立
ち帰れという主張もあった（中沢新一『日本
の大転換』2011年）。脱原発の言説の中には、
たとえば梅原猛に代表されるように「草木国
土悉皆成仏」の思想（万物の等価性）を再評
価し、人間を自然の支配者と見なす西洋的自
然観から脱却すべきと訴える論調も、繰り返
し見られた。 
 しかし、西洋近代的なもの（一神教的価値）
と日本的なもの（多神教的価値）を対立的に
とらえ、後者を礼賛する形で、問題解決の糸
口を与えるかのような手法に、安易に組みす
ることはできない。むしろ本研究で明らかに
したいのは、こうした現状を踏まえた上で、
異なる価値観や自然観を架橋する視点をど
のように獲得できるのか、ということである。 
 なお、本研究では、自然と人間の関係を問
う際の媒介項としての動物に注視する。その
ことは、わが国の宗教文化・環境文化を把握
する上で必須のことであるが、同時に、ジョ
ルジュ・アガンベンをはじめとする現代思想
家も動物と人間の関係に関する論考を精力
的に著しており（アガンベン『開かれ──人
間と動物』2004年）、近代的な人間観を批判
的に検証する上で、動物を視野に入れること
は現代思想の潮流の一つでもある。 
 
（２）エネルギー政策を考えるための倫理的
基盤 
 今日、わが国でエネルギー政策を議論する
際には、もっぱら安全性や経済効果に論点が
集中し、その倫理的側面に関心が及ぶことが
きわめて少ない。しかし、今後早急に、原発
の再稼働や再生可能エネルギーの方向性を
決めていく必要があり、そのプロセスの中で
倫理的判断を欠くことはできない。 
 3.11の後、ドイツが明確な脱原発へと踏み
出したことはよく知られているが、その際、
メルケル首相が重視した報告書は、キリスト
教関係者 3 名を含む 15 名の委員から構成さ
れた「安全なエネルギー供給に関する倫理委
員会」が 5月 30日に提出したものであった。
報告書の中では、ドイツのキリスト教会が積
み上げてきた議論が反映されていた。原発は
安全性や経済効果の視点だけではなく、未来
世代に残す自然環境の質に関わる倫理的な
問題として議論されたのであり、その倫理的
議論にかみ合う神学的・宗教社会学的作業が
蓄積されていた。ドイツと日本とでは、宗教
が置かれている社会的状況が異なるとはい
え、いずれの国においても、宗教が社会にお
ける長期的な価値形成に果たす役割を決し
て過小評価すべきではない。 
 今なお多くの国で、宗教倫理的な価値規範

は重要な役割を果たしており、エネルギー問
題に関して国内事情に対応するだけでなく、
国際社会に対しても積極的な問題提起を行
うべきである。 
 
（３）未来世代に対する責任倫理 
 3.11において生じた突然の離別、そして埋
葬や葬儀さえ許されなかった大量の死者は、
死者と生者の関係を国民的なレベルで問い
直すきっかけを与えることになった。また同
時に、福島第一原発の放射能汚染は、まだ生
まれていない未来世代に対する心配を大き
く駆り立てることにもなった。このように、
3.11は、死者と未来世代と、今、生きている
我々との関係をめぐる問いを突きつけた。死
者との関係を取り結ぶ作法を、多くの日本宗
教が持っているが、そうした伝統的な「不在
者の倫理」を土台の一部としながら、未来世
代を対象とする「不在者の倫理」を構築する
ことを本研究は目指す。未来世代は、現代世
代の行為の影響を直接に受ける利害主体で
ある。3.11以降の被災地支援を通じて、宗教
の「公益性」が話題とされることが多くなっ
たが、「不在者の倫理」を、広い意味での公
益の一部として位置づけ、未来世代に対する
責任倫理の基盤を構築する。 
 
２．研究の目的 
（１）日本の近代的自然観が確立し、それが
科学や科学政策に影響を与えたプロセスお
よび、近代日本の国策の中で、科学と宗教が
補完的な役割を果たしてきたプロセスを明
らかにする。 
 
（２）近代以前の日本の自然観の中で、動物
が果たしてきた自然と人間との間の媒介的
な役割を考察する中で、日本の自然・人間関
係の独自性を探ると共に、それが近代化のプ
ロセスの中で、どのように失われ、現代の自
然観（人間中心的な自然観）に影響を及ぼし
ているのかを明らかにする。また、日本にお
ける独自性の追求だけでなく、それが現代思
想の中で積極的にテーマ化されている動
物・人間関係とどのような関係を持ちうるの
か、その普遍的側面をも明らかにする。 
 
（３）一神教的伝統における世界観・自然観
が近代科学に及ぼした影響、および、日本を
はじめ東アジアの宗教文化（多神教的文化）
における科学の受容プロセスを考察して、一
神教的価値と多神教的価値を対立的にとら
えず、むしろ関係づけるための宗教倫理的基
盤を明らかにする。 
 
（４）原子力エネルギーに対する倫理的な議
論が、主要国および宗教界において、どのよ
うになされてきたのか資料収集し、宗教的価
値観とエネルギー政策の相関関係を明らか
にする。 
 



（５）公益・公共概念を、日本の環境文化お
よび宗教文化の中で解釈し直し、近代的な理
解の枠組みから排除されてきた要素を明確
にすることによって、死者や未来世代を視野
に入れた「不在者の倫理」を構築し、現代世
代の倫理的責任の基盤を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）文献による調査・研究 
①科学的世界観と宗教の関係に関する文
献：西洋における近代科学の発展とその背景
にあるキリスト教の自然理解の関係、および、
日本における宗教と科学の関係についての
文献を収集した。 
②自然・動物理解に関する文献：日本におけ
る動物と人間の関係を論じた文献を、宗教
史・民俗学・動物学の中から幅広く収集する。
また、現代思想における動物論に関する文献
も収集した。 
③エネルギー政策と倫理的判断基盤に関す
る文献：原子力エネルギーや再生可能エネル
ギーに対する倫理的な議論が、主要国の宗教
界において、どのようになされてきたのか、
資料を収集した。 
④宗教と公益・公共性に関する文献：政教分
離、世俗主義、ポスト世俗主義に関連する文
献を収集した。 
⑤未来世代への倫理に関する文献：先祖祭祀
論、環境倫理などから、未来世代への倫理を
構築していくための手がかりとなる文献を
収集した。 
 
（２）インタビューによる調査・研究 
①国内外の関連学会に参加し、研究の動向を
把握した。 
②本研究課題に関連するテーマに取り組ん
でいる海外の研究者へのインタビューを行
った。 
 
（３）研究成果の発表 
①毎年度、本研究の暫定的な成果を日本宗教
学会、宗教倫理学会、日本基督教学会等で発
表した。その他、国内外の招待講演において
も本研究の成果の一部を発表するように努
めた。 
②毎年度、研究成果の一部を論文として発表
した。日本語論文だけでなく、外国語雑誌に
英語論文を積極的に投稿し、国際基準の中で
本研究の質の向上を目指した。 
 
４．研究成果 
（１）自然・動物・人間の相互関係の再認識 
 長期的なエネルギー政策を論じるために
は、自然と人間との関係を倫理的な視点から
関係づけ、新たな環境文化を構築することが
求められる。ただし、人間が自然の支配者で
はなく、むしろ、その一部であることを認識
するためには、勢い壮大な自然環境に目を向
けるより、動物との関係を再考することが有
益である。 

 近代になって発展した西洋の宗教学では、
人間と動物を分けるものとして「宗教」を規
定した（デュルケーム、エリアーデ等）。宗
教の起源を「動物性」の終わりに求めたので
ある。確かに、人間には他の動物にはない特
性がある。しかし、近年、遺伝学、霊長類学、
考古学、社会人類学、進化生物学などによる
人間の起源の探求は、多くの部分において、
人間と動物の根本的な差異より、むしろ両者
の連続性を明らかにしてきた。このような科
学的知見の助けを借りながら、我々は人間を
広く動物との相互関係において洞察する必
要がある。 
 
（２）エネルギー政策と宗教倫理・環境文化
の関係づけ 
 東日本大震災（2011 年）が未曾有の被害を
もたらす中、いち早く全日本仏教会から出さ
れた宣言文「原子力発電によらない生き方を
求めて」は、原発・エネルギー問題に対する
新たな意思表示として注目された。また、原
発への直接的な批判の他に、日本の宗教界で
は、これまで十分な関心が注がれてこなかっ
たエネルギー問題、とりわけ自然エネルギー
への取り組みが、3.11 以降の新たな課題をと
して現れてきた。「生長の家」によるメガソ
ーラー施設の建設（2015 年）のような大規模
なものはまだ多くはないが、宗教施設などに
積極的に太陽光パネルを設置する動きは広
がりつつある。原発事故により、広範囲に及
ぶ土地が放射能に汚染され、人間にとどまら
ない様々な「いのち」、さらには未来世代の
「いのち」をも脅かす危機的状況に対し、ど
のように向き合うべきかが、3.11 以降、広く
模索されてきた。 
 ポストモダン時代の宗教性は、個人別にカ
スタマイズされた「小さな物語」の集合体で
あると言える。しかし、そうした個人単位で
セグメント化（細分化）された「小さな物語」
では、個人の精神世界を満足させることがで
きたとしても、地球環境問題やエネルギー問
題のような大きな課題には対応できない。な
ぜならば、それらは、人間一人ひとりが何を
信じているか、信じていないかにかかわらず、
強制的にすべての人間を巻き込むことにな
る「大きな物語」だからである。つまり、「小
さな物語」による充足に慣れきった社会の中
で、いかにして「大きな物語」としての環境
問題を語ることができるのか、が宗教倫理と
環境文化において求められている。 
 
（３）宗教・科学・公共性をつなぐ新たな視
点──「不在者の倫理」の基礎付け 
 近代国家における公共性は「現代世代」の
「人間」の利益を最大化することを前提とし、
科学技術はそのための道具とされてきた。こ
うした近代的枠組みを批判し、過剰に人間中
心的でも、現代世代中心的でもない倫理規範
を提示するためには、死者との対話や未来世
代への責任意識が欠かせない。これら過去お



よび未来における不在者を記憶・想像するこ
とは、現在の存在者である我々に対し、具体
的な倫理的責任を喚起させる。本研究では、
それを「不在者の倫理」（Ethics of the 
Absent）としてとらえ、その基礎付けを行っ
た。それは公共性の中に宗教をいかに位置づ
けるかではなく、宗教の中に閉じ込められて
きた「公共性」を解放する試みとして展開さ
れる。また、それは「過去の不在者」と「未
来の不在者」を統合的に見、その中間存在と
しての「現在の存在者」（我々）を倫理的に
止揚する倫理である。 
 「現在の存在者」の利益を最大化するため
に用いられる科学技術を、ただ現代世代の利
害関係、現代世代の公共性の内部において批
判するだけでは十分ではない。宗教倫理にお
いてなし得る固有の働きは、「過去の不在者」
にかかわる豊穣なリソースを活用し、同時に
「未来の不在者」に対する想像力を活性化す
ることを通じて、過去と未来に対する倫理的
射程を拡大し、それによって現代世代に課せ
られた責任を喚起することである。 
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